
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暮らしのお手伝い あなたの安心をサポートします 
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  本誌についてのお問い合わせは、お気軽にどうぞ 

 
■新年ごあいさつ・表彰・社協会費・共同募金…２ 

■社会福祉大会・福祉作品コンクール…３ 

■ほのぼのネットワーク活動・福祉安心電話サービス事業…４ 

■地 域 福 祉 活 動 報 告…５ 

■寄 附 ・ 職 員 募 集 ・ 自 立 相 談 窓 口…６ 

も 

く 

じ 

七戸町社協    検索 「七戸町社協」で検索してね!! 

道ノ上分館 健康体操  東大町町内会 グラウンド・ゴルフ大会  新川原町内会 スカットボール 

横長根町内会 トランプ大会  

治部袋町内会 花苗植付 

中野分館 トランプ大会 

小川町町内会 リサイクル活動 作田町内会 カラオケ大会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新

年

の

ご

あ

い

さ

つ 

 

社

会

福

祉

に

功

績

の

あ

っ

た

皆

様

が

表

彰

さ

れ

ま

し

た 

更 な る ご 活 躍 を ご 期 待 申 し 上 げ ま す 

第

69
回
上
北
郡 

社
会
福
祉
大
会
表
彰 

 
 
 
 

【
令
和
元
年

９
月

18
日
】 

 

■ 

表
彰
の
部 

 

【
民
生
委
員
児
童
委
員
】 

 

舩 

山 

義 

郎 

竹 

内 

寿 

子 

瀬 

川 

良 

子 
 

【
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
】 

 

鶴 

田 

雅 

昭 

角 

鹿 

美
穂
子 

 

【
社
会
福
祉
団
体
役
員
】 

 

大 

池 

弘 

子 
 

【
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
】 

 

倉 

岡 

勝 

弘 

第

68
回
青
森
県
社
会
福
祉
大
会 

 
 

 
 
 

【
令
和
元
年

11
月

15
日
】 

■ 

表
彰
の
部 
 

【
民
生
委
員
児
童
委
員
】 

 

酒 

井 

京 

子 

石 

橋 

常 

男 

西 

野 

泰 

子 

令
和
元
年
度
青
森
県 

共
同
募
金
会
会
長
表
彰 

 
 

 
 
 

【
令
和
元
年

11
月

15
日
】 

 

【

20
年
以
上
奉
仕
功
労
の
部
】 

 

山 

本 

順 

治 

 

【
社
会
福
祉
団
体
役
員
等
】 

 

金 

野 

み
よ
子 

立 

石 

敏 

子 

浦 

田 

一 

夫 
 

 
 

【
社
会
福
祉
協
助
者
】 

 

蒼
前
町
内
会 

坪 

分 

館 
   

■ 

感
謝
の
部 

 
 

 

【
社
会
福
祉
協
助
者
】 

  

て
ん
ま
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会 

天
間
林
舞
踊
愛
好
会 

け
ん
し
ん
よ
う
柏
葉
会 

 

 

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

会
員
並
び
に
住
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
旧
年
中
は
、
社
協
会
費
、
共
同
募
金
を
は
じ
め
、
本

会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

現
在
、
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
行
す
る
中
で
、
核
家
族
化
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
る
家
庭
の
孤
立
化
が
進
み
、
家
族

の
絆
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
な
ど
、
福
祉
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

特
に
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
で
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
や
問
題
解
決
の

た
め
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
早
期
の
ニ
ー
ズ
発
見
に

努
め
る
と
と
も
に
地
域
住
民
が
問
題
解
決
に
主
体
的
に
関
わ

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

本
年
も
、
「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
民
主
体
に
よ
る

地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
役
職
員

一
丸
と
な
り
、
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
法
人 

 

七
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

会
長 

濵 

中 

幾
治
郎 

【敬称略】 
 

令和２年 1月 1日(2) 第 31号 社 協 だ よ り 

第

12
回
七
戸
町 

社
会
福
祉
大
会
表
彰 

 
 

 
 

 

【
令
和
元
年

11
月

22
日
】 

 

■ 

表
彰
の
部 

 

【
民
生
児
童
委
員
】 

舩 

山 

義 

郎 

竹 

内 

寿 

子 

瀬 

川 

良 

子 

坂 

田 

麗 

子 

福 

田 

洋 

子 

工 

藤 

陽 

子 
 

【
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
】 

 

盛 

田 
 
 

薫 

作 

田 

隆 

子 

高 

橋 

史 

明 

山 

谷 

明 

子 

松 

村 

郁 

子 

田 

中 

洋 

子 

手
代
森 

真 

純 

蛯 

名 

た
い
子 

鶴 

田 

雅 

昭 

角 

鹿 

美
穂
子 

伊
瀬
谷 

秀 

史 

  

 

令
和
元
年
度
青
森
県 

共
同
募
金
会
会
長
表
彰 

 
 

 
 
 

【
令
和
元
年

11
月

15
日
】 

 

【

20
年
以
上
奉
仕
功
労
の
部
】 

 

山 

本 

順 

治 

地域福祉へ役立てます 社

会

福

祉

協

議

会

会

費

・

赤

い

羽

根

共

同

募

金 
 

各
町
内
会
・
常
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
７

月
に
社
協
会
員
毎
戸
加
入
運
動
、

10

月
に
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力 

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協 

力
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
ご
協
力
い
た 

だ
き
ま
し
た
社
協
会
費
・
共
同
募
金
は
、
福
祉
活
動
推
進
の 

た
め
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一 

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

令和元年 12 月 3 日 現在 
 

社 会 福 祉 協 議 会 会 費 

 納入件数 納 入 額 

一般会員 4,094件 4,084,500円 

特別会員 11口 20,000円 

合  計 4,105件 4,104,500円 
   

赤 い 羽 根 共 同 募 金 

区  分 募金件数 募 金 額 

合  計 3,987件 2,616,533円 

内 
 

訳 

毎戸募金 3,917件 2,313,100円 

法人募金 44件 257,000円 

職域募金 18件 36,641円 

学校募金 0件 0円 

店頭等募金 8件 9,792円 

 



社 協 だ よ り 

 

                                          

佳 
 

作 

優 
秀 

賞 
最
優
秀
賞 

■ 

一

般

の

部 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
応
募
数

278

作
品
】 

佳 
 

作 

優 

秀 

賞 

最
優
秀
賞 

■ 

中
学
生
の
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
応
募
数

282

作
品
】 

佳 
 

作 

優 

秀 

賞 

最
優
秀
賞 

■ 

小
学
生
の
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
応
募
数

154

作
品
】 

人
々
が 

手
を
取
り
合
っ
て 

和
を
つ
く
る 

あ
り
が
と
う 

バ
ス
降
車
時
の 

響
く
声 

人
々
の 

つ
な
が
り
の
輪
を 

大
切
に 

つ
ら
い
と
き 

い
つ
も
そ
ば
に
は 

仲
間
た
ち 

微
笑
み
で 

見
え
な
い
絆 

結
ば
れ
る 

お
か
げ
さ
ま 

お
た
が
い
さ
ま
で 

ひ
ろ
が
る
輪 

お
互
い
に 

手
を
さ
し
の
べ
る 

優
し
さ
を 

思
い
や
り 

人
と
の
心 

つ
な
い
で
る 

挨
拶
を 

合
言
葉
に
し 

町
づ
く
り 

ま
ご
こ
ろ
は 

い
つ
も
み
ん
な
を 

つ
な
い
で
る 

飛
び
出
そ
う 

次
の
未
来
が 

ま
っ
て
い
る 

な
に
げ
な
い 

言
葉
一
つ
で 

す
く
わ
れ
る
。 

ゴ
ミ
拾
い 

自
分
の
心
も 

ピ
ッ
カ
ピ
カ 

手
を
つ
な
ぎ 

地
球
を
守
る 

私
た
ち 

大
丈
夫 

そ
の
一
言
で 

勇
気
で
る 

は
じ
め
よ
う 

で
き
る
こ
と
か
ら 

た
す
け
あ
い 

小
さ
な
手 

た
く
さ
ん
集
め 

大
き
な
輪 

手
を
つ
な
ぎ 

心
も
つ
な
ぐ 

私
た
ち 

簗や
な 

場ば 

星せ
い 

那な 

蛯え
び 

名な 

紫し 

音お
ん 

紺こ
ん 

野の 

有あ
り 

沙さ 

河か
わ 

原は
ら 

真ま 

帆ほ 

成な
り 

田た 

麗ま 

弥や 

石い
し 

倉く
ら 

聡さ
と 

子こ 

甲こ
う 

田だ 

沙
也
佳

さ

や

か 

佐さ 

藤と
う 

大た
い 

雅が 

山や
ま 

本も
と 

悠ゆ
う 

真ま 

鳥
谷
部

と

り

や

べ 

千ち 

夏な
つ 

田た 

中な
か 

翔
し
ょ
う 

大た 

佐
々
木

さ

さ

き 

愛ま
な 

未み 

向
中

む
か
い
な
か

野の 

陽は
る 

寧ね 

浦う
ら 

田た 
 

 

蓮れ
ん 

小
笠
原

お
が
さ
わ
ら 

希あ 

友ゆ 

佐
々
木

さ

さ

き 

瞳と
う 

矢や 

山や
ま 

本も
と 

絢あ
や 

香か 

鳥
谷
部

と

り

や

べ 

友ゆ
う 

那な 

七
戸
高
１
年 

七
戸
高
１
年 

七
戸
高
１
年 

七
戸
高
１
年 

七
戸
高
１
年 

一

般 

天
間
林
中
３
年 

天
間
林
中
１
年 

七
戸
中
１
年 

天
間
林
中
１
年 

七
戸
中
１
年 

七
戸
中
３
年 

天
間
林
小
６
年 

城
南
小
６
年 

七
戸
小
５
年 

七
戸
小
５
年 

七
戸
小
５
年 

天
間
林
小
６
年 

令和元年度 福祉作品コンクール 入賞作品 

  令和２年１月１日 

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

       年 1月 1

日 

～ た く さ ん の ご 応 募 あ り が と う ご ざ い ま し た ～ 
 
 

 福祉への関心を高めるため、児童生徒及び一般を対象に、今年度は、「ささえあい」をテーマに、川柳を募集したところ、多数の応募があり、

審査の結果、次のとおり入賞作品を決定いたしました。入賞作品は、広報や各種事業に活用させていただきます。 

 

 ◆ ◆ ◆ 川 柳 部 門 ◆ ◆ ◆ 

(3)第 31号 

◆ ◆ ◆ 審 査 委 員 ◆ ◆ ◆ 
倉  岡  京  子(元しちのへ小絵馬川柳吟社)      川 村 リチヱ (本  会  副  会  長) 

和  田  ユ  キ(元しちのへ小絵馬川柳吟社)      乙  部  靖  弘(本  会  副  会  長) 

 

 

こ
の
大
会
は
、
町
の
社
会
福

祉
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
、
地

域
福
祉
の
推
進
に
功
績
の
あ

っ
た
方
々
を
顕
彰
し
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年

も
、
去
る

11

月

22

日(

金)

午
後

1

時

30

分
か
ら
、
七

戸
町
柏
葉
館
で
ご
来
賓
並
び

に
町
内
会
・
分
館
・
常
会
関
係

者
、
民
生
委
員
、
一
般
参
加
者

多
数
ご
出
席
の
も
と
、
社
会
福

祉
に
功
績
の
あ
っ
た
七
戸
町

社
会
福
祉
大
会
表
彰

20

名
・
５
団
体
の
方
並
び
に
、
令

和
元
年
度
福
祉
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
の
各
部
門
最
優
秀
賞

3

名
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。 

 

第

12
回
七
戸
町
社
会
福
祉
大
会
開
催 

  

式
典
後
、
公
立
七
戸
病
院 

小
野
正
人
院
長
を
講
師
に
迎

え
、「
『
ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
』

の
秘
訣
」
と
題
し
、
ご
講
演

を
行
い
ま
し
た
。 

講
演
で
は
、
日
頃
の
運

動
・
食
事
が
、
が
ん
予
防
、

認
知
症
予
防
の
改
善
に
な

り
、
青
森
県
が
取
り
組
ん
で

い
る
『
短
命
県
返
上
』 

に
つ

な
が
っ
て
い
く
、
ま
た
、
元

気
な
う
ち
に
家
族
と
よ
く
相

談
し
て
、
自
分
の
終
末
期
に

ど
ん
な
治
療
を
望
む
か
な
ど

を
、
家
族
に
確
実
に
伝
え
る

大
切
さ
を
お
話
し
い
た
だ

き
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト

ー
ク
で
会
場
を
笑
い
に
包
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

社会福祉に功績のあった方を表彰いたしました 

公立七戸病院 小野正人院長 

【敬称略】 
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令和２年 1月 1日(4) 第 31号 社 協 だ よ り 

 緊急通報装置「福祉安心電話」を設置し、ご利用世帯の近隣にお住いのボランティアや関係機関のご協力を得ながら、急

病や火災等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図り、また、日常的な見守り・支援のネットワークを構築するサービスです。 

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
で
の
支
え
あ
い 

「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」 

地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動 

 町内会・分館で除雪ボランティア活動を実施する場合、保険料を本会で負担しボランティア活動

保険に加入いたします。 

 また、協力者数と回数に応じて、町内会・分館へ助成金を交付いたします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 助成金は、皆様からの社協会費・赤い羽根共同募金を充てる他、本年度から七戸町委託金を増額しております。 

お申込み先 電話(0176)62-6790 【受付時間 平日 8:30～17:00】 

地域で支えあう除雪活動に取り組みませんか？ 

 七戸町の冬に、雪は切り離せないもので、除雪作業は、大変な労力を要します。そうした中、日常生活

に援助を要する方々は、その対応に非常に苦慮されており、相談が寄せられることがあります。基本的に

は、ご家族・ご親戚等での除雪の可否を確認させていただいておりますが、対応が難しい場合、ほのぼの

ネットワーク活動を実施している町内会・分館の、見守り活動の中で、除雪の対応をお願いしております。

雪の多い地域では、除雪機・トラクターを使用した活動も行われています。 

もしもの時のための緊急通報システム 

「 福 祉 安 心 電 話 サ ー ビ ス 事 業 」 

○ 対象世帯 

  ・一人暮らし高齢者世帯 

  ・高齢者夫婦世帯 

  ・寝たきりの高齢者がいる世帯 

  ・障害者がいる世帯 

  ※上記で、審査で利用が適当と判断 

   された場合にご利用できます 
 
○ 利用料 

  月額315円 

  ※ 別に、所得により設置費が 

       かかる場合があります 
 

○ 近隣にお住いの緊急対応等を行う 

     協力員3名以上が必要です 

 
お問合せ先 電話(0176)62-6790 【受付時間 平日 8:30～17:00】 へ お気軽にお問合せください 

 

 

 ＊ 協力者数 1～10 名 年額15,000円 

 ＊ 協力者数 11 名以上 年額20,000円 

年額 15,000 円+年度延稼働者数×500 円 

            (最高45,000円) 

【 助 成 金 額 】 

いずれか金額の大きい方 

様式はウェブサイトからダウンロードできます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 2年 1月 1日 (5)第 31号 社 協 だ よ り 

地域福祉活動報告  支 え い
4 

あ 
 

子ども福祉体験スクール 2019 

 

８
月
８
日 (

木)

・
９
日 (

金)

、
子
ど
も

福
祉
体
験
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
川

原
町
町
内
会 

岡
村
会
長
、
中
部
上
北
広
域

事
業
組
合 

中
央
消
防
署 

様
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

青
森
県
防
災
士
会 

小
林
閣
則 

様
、
立
花
悟 

様
の
ご
協
力
に
よ
り
「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

12

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
日
目
は
、
平
成

30

年
７
月
豪
雨
災
害
で
の
広
島
県
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を

通
し
、
最
近
の
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
学

び
、
そ
の
後
身
近
な
支
え
合
い
に
つ
い
て
、

東
日
本
大
震
災
で
の
川
原
町
町
内
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
を
守
る
機
関
で
あ
る
中
央
消
防
署
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
の
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。
２
日
目

は
、
防
災
力
・
減
災
力
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
防
災
士
の
先
生
を
講
師
に
招
き
、
防

災
ク
イ
ズ
や
災
害
時
の
ロ
ー
プ
の
使
い
方
、

毛
布
タ
ン
カ
や
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
を
作
る

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
知
識
を
実

技
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、「
毎
年
起
き
て
い
る
災
害
に
つ

い
て
、
備
え
て
お
き
た
い
」
な
ど
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

参加した児童生徒のみなさんと防災士の先生 

七戸建築連合組合「住宅感謝デー」 

 

７
月

28

日(

日)

、
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例

の
七
戸
建
築
連
合
組
合
主
催

の
「
住
宅
感
謝
デ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
の
方
９

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

包
丁
な
ど
の
刃
物
研
ぎ
や
、
ま

な
板
の
削
り
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
お

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
は
夏
の
開

催
で
、
118

名
も
の
た
く
さ
ん

の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
「
暑
い
中
、
お
疲
れ
様

で
す
。
」「
こ
の
行
事
が
あ
っ
て

助
か
り
ま
す
。
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。
住
宅
感
謝
デ
ー

の
益
金
の
一
部
は
、
本
会
へ
ご

寄
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

七
戸
建
築
連
合
組
合
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

学校を綺麗にしてくださいね 
 

地 域 力 の 

高齢者疑似体験・車イス体験 
 

 

５
月

28

日(

火)

天
間
林

小
学
校
５
年
生
、
７
月

11

日 
(

木)

城
南
小
学
校
６
年

生
の
皆
さ
ん
が
、
高
齢
者
疑

似
体
験
・
車
イ
ス
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

80

歳
く
ら

い
の
体
の
状
況
を
体
験
で
き

る
高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト

を
身
に
着
け
、
見
え
方
・
聞

こ
え
方
・
関
節
の
動
か
し
づ

ら
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
車
イ
ス
体
験
で
は
、
操

作
の
方
法
と
介
助
さ
れ
る
立

場
に
な
っ
て
乗
る
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
を
通
し
て
、「
自
分
も
老
化

が
現
れ
て
、
ど
う
体
が
変
化

す
る
の
か
分
か
っ
た
。
」「
車

イ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
に

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
掛
け

が
大
切
な
こ
と
が
分
か
っ

た
。
」
な
ど
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。 

天間林小５年生の高齢者疑似体験の様子 

刃物研ぎの様子 

 

12

月

5

日
（
木
）
、

城
内
高
年
ク
ラ
ブ 

奥
村
勝

行
会
長 

と 

辻
浦
美
恵
副

会
長
、
古
内
み
ど
り
さ
ん

が
、
七
戸
小
学
校
を
訪
れ
、

雑
巾
220

枚
を
寄
贈
し
ま
し

た
。 同

ク
ラ
ブ
で
は
、
町
内
会

か
ら
タ
オ
ル
を
募
集
し
定

期
的
に

10

人
程
度
で
集

ま
り
、
健
康
と
指
先
の
運
動

を
か
ね
て
、
雑
巾
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

七
戸
小
学
校
の
沢
田
真

也
校
長
は
、
「
み
な
さ
ん
の

真
心
が
詰
ま
っ
て
い
る
の

で
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
」
と
感
謝
の
言

葉
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

城内高年クラブ・向町町内会 雑巾の寄贈ありがとうございました  
 

 

ま
た
、

12

月

20

日

(

金)

、
向
町
町
内
会 

山
本

順
治
会
長 

と 

ほ
の
ぼ
の

交
流
協
力
員 

小
舘
た
ま 

さ
ん
が
、
城
南
小
学
校
を
訪

れ
、
地
域
で
の
要
援
護
者
の

交
流
会
の
中
で
作
成
し
た

雑
巾

250

枚
を
寄
贈
し
ま

し
た
。 

 

総
務
委
員
会 

委
員
長 

佐
々
木
創
一
朗
さ
ん 

と 

副
委
員
長 

久
保
帆
乃 

さ

ん 

が
受
け
取
り
、「
真
心
の

こ
も
っ
た
雑
巾
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
学
期
か

ら
の
校
内
の
清
掃
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

と
感
謝
の
言
葉
を
贈
っ
て

い
ま
し
た
。 

学校を綺麗にします 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                           

 

２０１９年も皆様のご理解とご協力によりまして、活動することが出来ました。 

ご紹介した事業は、皆様からの社協会費により実施させていただいております。 

 また、本誌も皆様からの社協会費により作成しています。 

 

令和２年 1月 1日(6) 第 31号 社 協 だ よ り 

  次の方々から、心温まるご寄付をいただきました。皆様の善意を大切に地域福祉の推進のため、 

活用させていただきます。 
 
                      平成３１年４月１日～令和元年１２月１０日受付分 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

藤 

賀 

慶 

二 
 

 
 

委
員 

川 

村 

リ
チ
ヱ 

 
 

 
 

 
 

 
副
委
員
長 

竹 

内 

勝 

彦 
 

 
 

委
員 

横 

手 

幸 

年 

【編集】 

広 報 

委員会 

  ６月１６日 七 戸 艶 舞 会 様  １１月 １日 七戸町赤十字奉仕団天間林分団 様 

  ７月２９日 七戸建築連合組合  様  １１月１４日 天間林押し花愛好会 様 

 １１月 １日 七戸町赤十字奉仕団七戸分団  様  １２月１０日 日本基督教団七戸教会 様 

 

皆様からの善意のご寄付、大切に使わせていただきます 

0176-62-4879 

 
 
 

 
  七戸町社会福祉協議会では、令和 2 年 4 月 1 日付けで採用する事務職員を下記に
より募集いたします。 

  ご希望の方は、当協議会職員採用試験願書をお取寄せの上、お申し込みください。 
 
   ●採 用 人 員  １ 名 
   ●受 験 資 格  ・高校卒業以上又は高校卒業見込みの者 

・普通自動車運転免許 
   ●望ましい資格等  ・社会福祉主事任用資格、社会福祉士 
   ●受 付 期 間  令和２年１月 ６日(月)から１月２０日(月) 
   ●試 験 日  令和２年１月３１日(金) 午前 9 時 
   ●試 験 場 所  七戸町総合福祉センター ゆうずらんど 
   ●問 合 先  七戸町社会福祉協議会 ☎0176-62-6790 (担当 原子恵美) 

 

 

★七戸町社会福祉協議会事務職員を募集しています★ 
 

 


